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能で王宮と同じ言葉を用いたり、品のある言葉を使うのは相応しくないと考えて

いる。 

 以上からカネマン・ロイヤル・ディナーの踊り手は、役を味わう余裕なく決め

られた通りせわしく踊っていること、および、そういった舞台に王宮儀礼での上

演と同様の感情を持たず王宮儀礼を上位、観光芸術を下位に感じていることが分

かる。 

 

ジョゲッド・マタラムとの関係 

 上記のような観光芸能の上演にジョゲッド・マタラムは継承されているだろう

か。ジョゲッド・マタラムは踊ることを通して 終的にあらゆる次元での統一を

目指す。それに対し観光芸能はゲストに満足感を与えることを目指す。観光芸能

が踊り手に求めたのは、高度な舞踊技術に裏付けされた深い感情表現ではなく、

よく知られた場面を次々とゲストに見せることだった。これは高い技術を持った

踊り手には容易であり、意識の持ち方次第でゲストを満足させながら、一方で自

らは踊ることに集中して統一を目指すことも可能である。ところが観光芸能は地

語り、歌謡、スンバ等の削除と縮小により、踊り手から心を落ち着けて集中する

ための要素と時間を奪ったため、まだ技術が未熟であったり、初心者の踊り手が

意識を高く持つことは難しい。実際に彼らは観光芸能の舞台でも気持ちを込めて

踊りたがっているが、その余裕がないことを残念に感じている。さらに言葉の使

い分けに見られるように観光芸能を下位に感じていることから、出演者全員が舞

台の成功に向けて心をひとつにする状況は生まれにくい。そのため統一は踊り手

個人のレベルでも、舞台全体のレベルでも達成されているとは言えない。 

 これは個を空にすることと逆に個を個、あるいは個以上のもので満たそうとす

る踊り手も生んだ。王宮舞踊劇には役の性質を表現するための伝統的な化粧法が

ある。だがこれに反して踊り手は、自分を美しく見せる化粧をする傾向がある。

筆者がカネマン・ロイヤル・ディナーの楽屋で準備を見学していたとき、役の性
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